
３月議会定例会のあらまし 　　　一般質問

◆
林
　
　
博ひ

ろ
し

　
議
員

【
教
育
改
革
懇
談
会
】

○
教
育
改
革
懇
談
会
の
設
置
時
期
は
。

任
期
途
中
で
、
各
種
団
体
で
改
選
さ
れ

た
場
合
、
対
応
を
ど
う
す
る
の
か
。

○
委
員
報
酬
は
無
報
酬
だ
が
、
町
が
設

置
す
る
ほ
か
の
専
門
委
員
と
同
等
の
位

置
付
け
が
必
要
で
は
な
い
か
。

○
個
人
的
に
は
小
中
一
貫
校
の
取
り
組

み
も
一
つ
の
方
法
と
考
え
る
。
教
育
委

員
で
も
県
外
視
察
を
行
っ
た
と
聞
く
が
、

小
中
一
貫
校
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
を
尋
ね
る
。

城
戸
教
育
委
員
会
委
員
長

○
小
中
一
貫
校
導
入
の
先
進
地
で
あ
る

宮
崎
県
日
向
市
で
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
日
向
市
で
は
、
小
学
１
～
４
年

生
を
前
期
４
年
、
５
・
６
年
と
中
学
１

年
生
を
中
期
３
年
、
中
学
２
・
３
年
生

を
後
期
２
年
と
し
、
前
期
は
学
級
担
任

制
、
中
期
は
一
部
教
科
担
任
制
、
後
期

は
教
科
担
任
制
と
し
て
い
ま
す
。

　

小
中
一
貫
校
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
教
育

内
容
と
学
力
の
点
で
は
、
教
科
に
よ
っ

て
は
、
小
中
学
校
の
先
生
が
互
い
に
児

童
生
徒
を
指
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
専

門
性
を
生
か
し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た

指
導
が
で
き
る
点
、
教
員
も
協
力
し
て

指
導
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
指
導
法
の
改

善
や
意
識
改
革
が
図
ら
れ
る
と
い
う
点

が
あ
り
ま
す
。
児
童
生
徒
面
か
ら
は
、

同
じ
環
境
の
中
で
ス
ム
ー
ズ
に
中
学
校

生
活
に
入
れ
る
た
め
、
児
童
・
生
徒
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
、
不
登
校
の
減
少
に

つ
な
が
る
点
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
小
学
６
年
生
に

な
っ
た
際
に
最
高
学
年
と
し
て
の
自

覚
、
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
が
身
に
付
か
な

い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的

な
教
職
員
の
研
修
、
兼
務
教
員
の
拡
充

と
交
流
な
ど
も
課
題
で
す
。

　

内
子
町
で
も
、
教
育
改
革
懇
談
会
の

中
で
協
議
事
項
と
し
て
い
ま
す
。

亀
岡
教
育
長

○
教
育
改
革
懇
談
会
は
３
月
27
日
に
初

会
合
の
予
定
で
す
。
委
員
の
任
期
は
２

年
。
委
員
は
各
教
育
団
体
か
ら
推
薦
を

受
け
た
者
、
町
民
か
ら
の
公
募
、
学
識

経
験
者
の
中
か
ら
教
育
委
員
会
が
委

嘱
し
ま
す
。
改
選
に
よ
り
役
員
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
任
期
中
で
の
変
更
は

や
む
得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
組
織
の
位
置
付
け
は
、
教
育
委
員
会

の
諮
問
機
関
と
し
て
い
ま
す
。
教
育
委

員
会
は
、
同
懇
談
会
の
答
申
に
基
づ
い

て
協
議
検
討
し
、
次
年
度
の
事
業
計
画

な
ど
に
反
映
し
ま
す
。
報
酬
は
無
報
酬

と
し
て
い
ま
す
が
、
委
員
の
推
薦
や
公

募
委
員
も
無
報
酬
を
前
提
に
公
募
し
て

お
り
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

【
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
】

○
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
家
族
の

そ
ば
や
山
間
部
な
ど
に
住
む
高
齢
者
に

は
な
か
な
か
対
応
で
き
な
い
と
聞
く
。

町
内
一
律
に
す
る
方
法
は
な
い
の
か
。

○
移
送
サ
ー
ビ
ス
や
家
族
介
護
用
品
の

支
給
は
、
要
介
護
４
、５
に
認
定
さ
れ
た

人
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
見
直
す
方

法
は
な
い
の
か
。

○
通
所
サ
ー
ビ
ス（
デ
イ
ケ
ア
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）の
受
け
入
れ
に
限
界
が
あ
り
、
特

に
新
た
な
人
は
受
け
入
れ
て
も
ら
い
に

く
い
と
い
う
声
を
、
施
設
が
少
な
い
小

田
地
区
で
よ
く
聞
く
。
要
望
に
応
え
る

方
法
は
な
い
の
か
。

向
井
保
健
福
祉
班
長

○
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
保
険
法
に

基
づ
く
国
の
地
域
支
援
事
業
実
施
要
綱

に
従
っ
て
、
内
子
町
に
合
っ
た
地
域
支

援
事
業
要
綱
を
制
定
し
、
実
施
し
て
い

ま
す
。
対
象
は
、
一
人
暮
ら
し
や
高
齢

者
の
み
の
世
帯
で
す
。

　

配
食
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
小
田

料
飲
組
合
が
行
っ
て
い
ま
す
。
き
め
細

か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制
を

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

○
移
送
サ
ー
ビ
ス
と
家
族
介
護
用
品
支

給
事
業
の
対
象
は
要
介
護
４
、５
の
認

定
者
で
す
。
現
在
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
事

業
69
人
、
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
89

人
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

　

要
介
護
１
～
３
の
認
定
者
に
は
、
町

内
の
民
間
業
者
に
よ
る
福
祉
タ
ク
シ
ー

や
介
護
保
険
で
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て

移
送
が
可
能
で
す
。
そ
の
上
に
４
、５

の
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
拡

充
の
考
え
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
に
つ
い
て

も
、
寝
た
き
り
の
人
の
介
護
者
の
負
担

軽
減
を
目
的
と
し
て
お
り
、
現
在
の
と

こ
ろ
拡
充
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

○
町
内
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
、

デ
イ
ケ
ア
４
カ
所
の
う
ち
小
田
地
区
に

１
事
業
所
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
６
カ
所
の

う
ち
小
田
地
区
に
１
カ
所
あ
り
ま
す
。

町
内
で
の
送
迎
は
可
能
で
、
小
田
地
区

外
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
利
用
す
る
こ

と
も
で
き
、
現
在
の
と
こ
ろ
要
望
に
は

対
応
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
小
田
ま
ち
づ
く
り
㈱
へ
の
支
援
】

○
第
７
期
は
単
年
度
２
３
０
万
円
余
り

の
赤
字
、
累
積
で
は
８
８
４
万
９
千
円

の
赤
字
が
あ
り
、
第
８
期
営
業
計
画
で

は
、
会
社
独
自
の
改
善
策
は
難
し
い
と

考
え
る
。
町
職
員
を
出
向
さ
せ
、
早
期
の

赤
字
解
消
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

久
保
産
業
振
興
班
長

○
先
日
、
小
田
ま
ち
づ
く
り
㈱
の
社
長

お
よ
び
役
員
か
ら
町
長
に
具
体
的
な
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
昨
年
５
月
か
ら
空
席
と

な
っ
て
い
る
支
配
人
に
町
か
ら
職
員
を

配
置
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
。

　

現
在
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
合
併
当
初
と
比
べ
、
21
年
４
月

見
込
み
の
職
員
数
は
55
人
減
員
と
な
り

ま
す
。
こ
の
中
で
専
従
職
員
を
配
置
す

る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。
た
だ
し

小
田
支
所
の
職
員
に
は
、
せ
せ
ら
ぎ
の

運
営
や
特
産
品
開
発
、
生
産
出
荷
者
の

指
導
な
ど
に
積
極
的
に
関
わ
ら
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
当
面
の
赤
字
を
減
ら
す

た
め
指
定
管
理
委
託
料
増
額
の
要
望
。

　

同
施
設
は
２
年
前
に
道
の
駅
の
指
定

を
受
け
て
24
時
間
駐
車
場
と
ト
イ
レ
の

解
放
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
今
ま

で
以
上
に
管
理
に
苦
慮
さ
れ
る
と
思
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
月
10
万
円
ア
ッ
プ
の

指
定
管
理
委
託
料
を
21
年
度
当
初
予
算

に
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
的
に
は
小
田
ま
ち
づ
く
り
㈱
の

自
助
努
力
が
重
要
で
す
。
小
田
支
所
も

積
極
的
に
関
わ
り
な
が
ら
経
営
改
善

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
会
社
の
経
営
方

針
、
黒
字
を
生
む
よ
う
な
体
質
改
善
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

◆
河
野
　
完か

ん

一い
ち

朗ろ
う

　
議
員

【
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
】

○
町
民
か
ら
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
、
人

間
性
豊
か
な
職
員
、
職
場
づ
く
り
が
必

要
で
な
い
か
。
ロ
ビ
ー
や
廊
下
で
す
れ

違
っ
て
も
あ
い
さ
つ
で
き
な
い
職
員
が

い
る
が
、
あ
い
さ
つ
な
ど
に
よ
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
人
間
関
係
が
生
ま

れ
て
く
る
と
思
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
明

る
い
職
場
づ
く
り
も
生
ま
れ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
。
町
長
の
考
え
は
。

○
災
害
復
旧
工
事
の
取
り
上
げ
方
に
職

員
で
相
違
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
職
員
間

で
統
一
認
識
が
で
き
て
い
る
の
か
。

稲
本
町
長

○
日
ご
ろ
か
ら
職
員
に
対
し
て
は「
目

線
を
き
ち
ん
と
町
民
の
皆
さ
ん
に
向

け
て
ほ
し
い
」「
気
軽
に
相
談
で
き
る
雰

囲
気
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」「
自
分
を
鍛

え
、
人
間
性
を
高
め
る
努
力
を
し
て
ほ

し
い
」な
ど
の
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
お
気
付
き
の
点
が
あ
れ
ば
ご
指

導
く
だ
さ
い
。

橋
本
建
設
デ
ザ
イ
ン
班
長

○
災
害
復
旧
事
業
は
、
制
度
を
十
分
に

理
解
し
、
適
正
か
つ
速
や
か
な
復
旧
を

図
る
た
め
、
研
修
会
な
ど
に
職
員
を
積

極
的
に
参
加
さ
せ
て
レ
ベ
ル
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。
採
択
の
適
否
は
、
被

災
の
形
態
や
規
模
な
ど
の
現
場
条
件
に

よ
っ
て
採
択
可
能
か
ど
う
か
の
見
極

め
が
難
し
く
、
職
員
間
で
判
断
が
分
か

れ
る
ケ
ー
ス
も
現
実
に
あ
り
ま
す
。
今

後
、
適
否
の
結
論
を
出
す
場
合
は
、
町

の
統
一
的
な
見
解
に
よ
り
適
正
な
回
答

が
で
き
る
よ
う
、
職
員
の
更
な
る
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
冨
永
　
眞し

ん

吾ご

　
議
員

【
産
業
政
策
】

○
内
子
町
が
外
貨
を
獲
得
で
き
れ
ば
、

雇
用
の
場
が
で
き
、
若
者
が
定
着
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
外
貨
を
呼
び
込
む
方

策
を
尋
ね
る
。

○
県
が
来
年
度
事
業
と
し
て
、
都
内
で

企
業
誘
致
イ
ベ
ン
ト
、
愛
媛
産
業
立
地

フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
。
内
子
町
と
し
て

参
加
す
る
意
思
が
あ
る
の
か
。

○
近
隣
市
町
で
も
、
雇
用
創
出
の
た
め

の
課
を
設
け
た
り
、
県
の
東
京
事
務
所

へ
企
業
誘
致
の
た
め
の
職
員
を
派
遣
し

た
り
と
、
地
道
な
努
力
が
続
け
ら
れ
て

い
る
が
、
町
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

稲
本
町
長

○
内
子
町
の
高
齢
化
は
約
33
㌫
。
税
収

構
造
は
弱
く
な
る
と
の
見
通
し
を
持
っ

て
い
ま
す
。
内
子
町
の
よ
う
な
中
山
間

地
域
の
産
業
振
興
を
考
え
た
場
合
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
稼
ぐ
の
か
と
い
う
こ

と
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
人
を
ど
う
呼
び
込
む
か
。
地
域
の

資
源
を
ど
う
や
っ
て
外
に
売
り
込
む

か
。
内
子
ブ
ラ
ン
ド
活
用
戦
略
会
議
を

立
ち
上
げ
、
産
業
の
付
加
価
値
を
高
め

た
り
、
仕
組
み
を
考
え
た
り
、
内
子
の

文
化
を
広
め
た
り
、
情
報
を
発
信
し
た

り
す
る
会
議
を
起
こ
し
て
い
き
ま
す
。

久
保
産
業
振
興
班
長

○
産
業
立
地
フ
ェ
ア
は
県
の
地
域
産
業

活
性
化
協
議
会
が
国
の
産
業
立
地
支
援

事
業
を
活
用
し
て
行
う
も
の
で
、
開
催

は
今
年
11
月
の
予
定
で
す
。
多
数
の
企

業
関
係
者
が
一
堂
に
集
ま
る
の
で
、
企

業
と
接
触
す
る
効
果
的
な
機
会
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
ま
で
、
内
子
町
に
は
一

定
規
模
以
上
の
工
業
団
地
が
無
い
こ
と

か
ら
同
協
議
会
に
は
不
参
加
で
し
た

が
、
参
加
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
な
っ
た

と
思
う
の
で
、
今
後
、
協
議
会
へ
の
加

入
を
含
め
、
県
の
担
当
課
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

【
各
種
委
員
会
の
公
募
制
】

○
結
論
あ
り
き
の
委
員
会
の
改
革
、
町

政
へ
の
町
民
の
参
画
意
識
を
高
め
る
た

め
に
は
、
各
種
委
員
会
へ
の
公
募
制
を

取
り
入
れ
る
考
え
は
あ
る
か
。

井
上
行
政
財
政
班
長

○
内
子
町
で
は
、
内
子
町
総
合
計
画
で

「
町
民
と
行
政
が
協
働
し
、
計
画
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
」を
基
本
と

し
て
お
り
、
そ
の
主
旨
に
基
づ
い
て
、

町
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
公
募
制
を

導
入
し
て
き
ま
し
た
。
内
子
町
教
育
改

革
懇
談
会
な
ど
は
広
報
を
使
っ
て
公
募

し
ま
し
た
。
今
後
は
既
存
の
委
員
会
も

含
め
て
、
公
募
制
に
よ
る
委
員
の
選
出

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
排
出
権
取
引
】

○
松
山
市
で
は
、
太
陽
光
を
活
用
し
た

脱
温
暖
化
と
産
業
創
出
を
目
指
し
て
い 高齢者を対象とした健康講座なども開催

道の駅せせらぎ
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